
り
ニ
ア
関
連

中
川
の
県
道
土
砂
崩
落

原
因
究
明
と
工
事
中
止
求
め
る

・
グ
J
t

｀

  新

ご

コ
'%l

動
ぎだ
す
僣
柵
り
昌
７

リ
エ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
工
事

に
反
対
す
る
下
伊
那
郡
大
鹿
村
な

ど
の
住
民
で
つ
く
る

「大
鹿
の
十

年
先
を
変
え
る
会
」

（前
島
久
美

代
表
）
は
１０
日
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
リ

大
鹿
の
住
民
ら
声
明
発
表

ニ
ア
関
連
工
事
を
進
め
る
上
伊
那

郡
中
川
村
の
県
道
松
川
イ
ン
タ
ー

大
鹿
線
で
昨
年
１２
月
に
起
き
た
土

砂
崩
落
に
関
し
声
明
を
発
表
、
崩

落
の
原
因
究
明
と
リ
ニ
ア
本
体
工

事
の
即
時
中
止
を
求
め
た
。
同
会

に
よ
る
と
、
声
明
は
リ
エ
ア
沿
線

や
山
岳
関
係
な
ど
の
全
国
５３
団
体

が
賛
同
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

崩
落
は
、
リ
エ
ア
の
工
事
用
車

両
が
通
る
こ
と
に
な
る
道
路
ト
ン

ネ
ル
の
掘
削
箇
所
近
く
で
発
生
。

事
業
者
の
Ｊ
Ｒ
東
海
は
発
破
な
ど

に
よ
る
振
動
が
原
因
と
み
ら
れ
る

と
認
め
、
詳
細
な
調
査
を
続
け
て

い
る
。

こ
の
日
、
飯
田
市
で
記
者
会
見

し
た
同
会
事
務
局
の
宗
像
充
氏

（４２
）
は
、
崩
落
を
引
き
起
こ
し
た

Ｊ
Ｒ
が
原
因
検
証
の
主
体
と
な

っ

て
い
る
の
を
疑
問
視
し
、
第
二
嗜
ド
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
卜
‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

の
調
査
委
員
会
が
担
う
べ
き
だ
と

主
張
¨
詳
細
な
原
因
究
明
が
終
わ

ら
な
い
段
階
で
、
大
鹿
村
内
の
リ

ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
エ
事
を
続
行
す
る

の
に
も
懸
念
が
あ
る
と
訴
え
た
。

中
川
村
内
で
工
事
中
の
道
路
ト

ン
ネ
ル
は
開
通
後
、
県
道
と
す
る

予
定
。
同
会
は
声
明
発
表
に
合
わ

せ
、
工
事
の

一
部
費
用
を
支
出
し

て
い
る
県
に
対
し
質
問
状
を
提
出

し
、
県
の
説
明
責
任
な
ど
も
間
う

た
。
宗
像
氏
は
会
見
で

「
（崩
落

で
）
村
民
が
受
け
る
必
要
の
な
い

被
害
が
生
ま
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
も

県
も
責
任
の
取
り
方
を
明
確
に
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

ず
か
。
実
質
賃
金
は
上
が
ら
ず
、

非
正
規
雇
用
も
多
い
」
と
指
摘
。

「今
、
賃
上
げ
が
な
け
れ
ば
消
費

増
税
を
前
に
景
気
が
腰
折
れ
す

る
」
と
述
べ
た
。

来
賓
の
阿
部
知
事
は
、
検
討
中

の
次
期

「県
総
合
５
か
年
計
画

を
紹
介
し
、

「県
民
が
能
力
を
最

大
限
発
揮
で
き
、
互
い
に
支
え
合

う
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
協
力
を

頂
き
た
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。
希

望
の
党
、
民
進
党
の
県
選
出
国
会

議
員
も
出
席
し
た
。


